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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

１

2

3

4

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

目標値

190件

4.6点

3競技

成果

262件

4.7点

1競技

令和元年度

154,403

154,403

44,195

110,208

成果指標
設定理由

① 国際交流員の派遣件数

ジュニア選手交流競技数

①②国際交流員による小中学校等訪問、国際理解講座等
での講演、国際交流イベントへの参加や自主企画イベント
の開催により地域の国際化を促進する。
③スポーツを中心とした青少年交流を実施することで友好
交流経済交流の進展につなげる。

備考

483

海外技術協力推進事業
友好都市の人材育成等のため、中国河北省及び海外県
人会から研修員を受入れ。

0.50 3,207 2,048 4,386

河北省友好提携事業
相互理解と連携を深めるため、河北省から大学生のイン
ターンシップ生の受入れや友好提携35周年記念事業を実
施。

0.50 3,340 2,007

一般外事事務 外事関係の調査・連絡、外国賓客の接遇。 1.00 27,314 27,190 27,281

一般旅券事務 一般旅券の発給等のための嘱託員配置等。 2.00 63,833 63,040 66,277

No
プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

目標に対する

成果の状況

①②29年度までの国際交流員２名（中国・英語圏）に加え、韓国の国際交流員を新たに配置し、目標を大幅に超える262件の
派遣に対応し、各派遣依頼の要望に応え、異文化理解・国際理解の取組みを行った。また、国際交流員自身が過去の学校
訪問や講座行事での反省点を次回の訪問等までに改善するなど工夫したことにより、派遣先の満足度も高まった。
③ジュニア選手のスポーツ交流は、中国側との調整の結果、１競技（ハーフパイプのみ）の受け入れとなったが、中国・長野県
選手同士の交流を実施する等、中国との交流の推進につなげることができた。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性
　北京冬季オリンピック・パラリンピック交流強化事業におい
て、従来は、中国側のジュニア選手・指導者等の受入れを中
心に行ってきたが、長野県ジュニア選手の競技力や国際経験
の向上にも注力する必要がある。

　今後はジュニア選手の強化合宿を北京オリンピック会場で行
い、現地選手との交流を実施するなど、選手・指導者等の中
国への派遣も行っていく。

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

127,007 133,553

7.50 8.50

60,765

187,772

69,853

203,406

8.50

69,853

224,256

94,925 103,627
2競技 未達成

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債
②

国際交流員の派遣
満足度（5段階評価）

38,402 36,329
4.8点 達成

126,938

6,389

133,327

139,956

0

139,956

事業番号 04 05 01

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

海外の国や地域と広い分野において交流を行い、友好関係を発展させる。
県民の国際感覚の涵養を図り、異文化理解、国際理解を促進することにより、県全体の国際交流が活発になる。
ワールドワイドにNAGANOブランドを浸透させ、インバウンドの増加につなげる。
オリンピック・パラリンピックを契機に韓国、中国河北省、北京市と連携し、スポーツを中心とした青少年の交流事業等を行い、
経済交流の促進にも繋げていく。

（主な実施内容：河北省との青少年相互受入れ、海外県人会からの研修員受入、国際交流員設置、関係国との交流・連携、旅券発給　など）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

230件 達成

　その他
③

現状
(予算編成時)

○長野県のグローバル化を推進するため県民が行う国際交流イベントに国際交流員等を派遣
している。
○知事訪問及び要人招へい等により、それぞれの国との具体的な協力・連携関係（パート
ナーシップ）が推進され、本県の認知度とプレゼンスが向上。
〇平成28年10月に、グローバルNAGANO戦略プランを策定し、部局横断的に国際展開を進
めている。

30年度
決算額

133,553 千円

職員数 8.50 人

kokusai@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 グローバル化推進事業

部局 県民文化部 課・室 国際課

実施期間 不明 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

総合的に展開する
重点政策

2-3 海外との未来志向の連携

1/4

mailto:kokusai@pref.nagano.lg.jp


No
プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

5

6

7

合計 8.50 139,956 133,553 154,403

14,208
自治体国際化協会職員派
遣事業

一般社団法人自治体国際化協会のソウル事務所に職員
を派遣し、実務型の長期派遣研修を実施。

1.00 6,553 5,094

10,052

国際化啓発事業

県民の国際感覚の涵養等を図るため、国際交流員による
講演や学校訪問、国際化協会の運営強化、韓国・中国・ア
メリカとの交流・連携、　ホストタウンの推進、スポーツを中
心とした青少年交流等を実施。

3.00 33,885 32,350 31,716

海外県人会連携事業
移住先国との相互理解及び国際親善に寄与するため、海
外県人会（ブラジル、アルゼンチン）の運営を支援。

0.50 1,824 1,824
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

04 05 01

29年度

一般外事事務 一般外事事務
直
接

海外からの賓客への対応、外事関連業務への対応

知事訪問及び要人招へい等においては、訪問の趣旨を十
分検討して実施し、それぞれの国との協力・連携関係
（パートナーシップ）が推進され、本県の認知度とプレ
ゼンスが向上した。（平成30年度27回）

計画通り
○

26,262 26,314 27,314 0 27,190

一般旅券事務 一般旅券事務
直
接

旅券発給事務
法定受託事務である一般旅券発給等に係る申請の受理、
作成、交付事務を適正に行った。（平成30年一般旅券発
行数51,297）

計画通り
○

63,169 63,833 63,833 0 63,040

河北省友好提携事業 河北省友好提携事業
直
接

河北省との連絡等
長野県・河北省友好提携35周年記念事業（H30.5）等に
あたり、連絡調整等を行った。

計画通り
○

39 39 39 0 30

河北省友好提携事業 青少年相互交流事業
負
担
金

河北省の青年10名を受入れ、県から青年10名を派遣す
る。

－ 　 600 0 0 0 0

河北省友好提携事業 中国大学生インターンシップ事業
直
接

河北省から１名受入れ
河北省河北大学から１名を受入れ、中国からの教育旅行
での通訳・翻訳業務などの実習を行った。

計画通り
○

483 483 483 0 460

河北省友好提携事業 友好提携35周年記念事業
直
接

河北省から代表団及び「北京冬季五輪」、「投資・産
業」、「環境」、「医療」の各分野の専門家等を招請

河北省側の来訪予定が変更されたことにより、表敬訪問
受け入れに内容を変更し、河北省との友好交流事業を実
施した。

計画通り
○

0 3,178 2,818 0 1,517

海外技術協力推進事業 海外技術研修員受入事業
直
接

中国河北省から２名、海外県人会から１名の研修員を受
入れ

中国河北省から１名、海外県人会（アルゼンチン）から
１名の研修員を受入れた。

計画通り
○

3,564 3,207 3,207 0 2,048

海外県人会連携事業 海外県人会運営費補助金
補
助
金

海外県人会の運営支援のため補助金を交付する。 海外県人会の運営支援のため補助金を交付した。
計画通り

○
1,824 1,824 1,824 0 1,824

国際化啓発事業 国際交流推進事務費
直
接

国際交流に係る事務費 国際交流に係る事務費
計画通り

○
220 215 215 0 215

国際化啓発事業 通訳嘱託員設置事業
直
接

県の国際関連業務の通訳及び資料作成に係る翻訳業務 県の国際関連業務の通訳及び資料作成に係る翻訳業務
計画通り

○
8,873 8,856 8,856 0 8,437

国際化啓発事業 国際交流員設置事業費
直
接

小中学校等訪問、国際理解講座等で講演、国際交流イベ
ントへの参加や自主企画イベントを開催

小中学校等訪問、国際理解講座等で講演、国際交流イ
ベントへの参加や自主企画イベントを開催（262件）

計画通り
○

10,118 14,248 14,248 0 13,720

国際化啓発事業
（公財）長野県国際化協会運営補
助事業

補
助
金

運営体制の強化を図るため、補助金を交付して運営を支
援

運営体制の強化を図るため、補助金を交付して運営を
支援

計画通り
○

3,160 3,160 3,160 0 3,160

国際化啓発事業
ミズーリ州姉妹提携50周年記念事
業

直
接

－ 　 0 0 0 0 0

国際化啓発事業
国際関係パートナーシップ強化事
業

直
接

中国河北省、韓国ソウル並び江原道及びミズーリ州との
交流・連携を深める事業の展開

中国、ベトナム、アメリカ等との交流・連携事業を実
施し、関係を深化させる取組を行った。

計画通り
○

8,147 2,437 2,088 0 3,289

国際化啓発事業
北京冬季オリンピック・パラリン
ピック交流強化事業

委
託

中国とのスポーツを中心とした青少年の交流事業等を実
施

河北省からスキー・スノーボードハーフパイプのジュニ
ア選手を招請し、青少年の交流事業等を実施した。
委託先：長野県日本中国友好協会

計画通り
○

0 5,038 4,778 0 2,989

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

6

6

6

1

細事業
No

2

3

6

5

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）

県民文化部 国際課課・室グローバル化推進事業

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

3

6

6

6

4

3

3
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29年度

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

細事業
No

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）

県民文化部 国際課課・室グローバル化推進事業

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

国際化啓発事業 ホストタウン推進事業
負
担
金

中国を相手国としたホストタウンとして、交流事業を実
施

県内４市･２町、大学及び関係団体と実行委員会を構
成し、オリンピアンの講演会や中国文化の紹介講座
等を開催した。
負担先：2020年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会ﾎｽﾄﾀｳ
ﾝ長野県実行委員会

計画通り
○

479 663 540 0 540

自治体国際化協会職員派遣
自治体国際化協会ソウル事務所派
遣事業

直
接

一般社団法人自治体国際化協会のソウル事務所に職員を
派遣し、実務型の長期派遣研修の実施

一般社団法人自治体国際化協会のソウル事務所に職員
（１名）を派遣し、実務型の長期派遣研修を実施した。

計画通り
○

0 6,553 6,553 0 5,094

　

　

126,938 140,048 139,956 0 133,553合　　　　計

7

6


